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２．発表のポイント：  

◆ 今夏に南米で発見された新型コロナウイルス「ラムダ株（C.37 系統（注２））」は、南米

大陸諸国に伝播し、「注視すべき変異株（VOI：variant of interest）（注３）」に認定され

ている。 

◆ ラムダ株のスパイクタンパク質（注４）は、T76I と L452Q というふたつの変異によって、

ラムダ株の感染力が増強されていることを明らかにした。 

◆ ラムダ株のスパイクタンパク質は、N 末端領域に存在する変異によって、感染増強抗体（注

５）による感染促進効果を受けやすく、かつ、中和抗体（注６）に抵抗性を示すことを明ら

かにした。 

 

３．発表概要：  

東京大学医科学研究所 附属感染症国際研究センター システムウイルス学分野の佐藤准教授

が主宰する研究コンソーシアム「The Genotype to Phenotype Japan (G2P-Japan)」は、新型

コロナウイルスの「注視すべき変異株（VOI：variant of interest）」のひとつである「ラムダ株

（C.37 系統）」が、従来株に比べて感染力が高いこと、そしてその高い感染力は、ラムダ株の

スパイクタンパク質特有の、T76I と L452Q というふたつの変異によって規定されていること

を明らかにしました。また、ラムダ株のスパイクタンパク質は、N 末端領域に存在する変異に

よって、感染増強抗体による感染促進効果を受けやすく、かつ、中和抗体に抵抗性を示すこと

を明らかにしました。 

 本研究成果は 2021 年 12 月 18 日、米国科学雑誌「Cell Reports」オンライン版で公開され

ました。 

 

４．発表内容：  

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）は、2021 年 12 月現在、全世界において 2.6 億人以上

が感染し、500 万人以上を死に至らしめている、現在進行形の災厄です。現在、世界中でワク

チン接種が進んでおり、また、出現から 2 年の月日が経過しましたが、このウイルスについて



は不明な点がまだ多く、感染病態の原理やウイルスの複製原理、流行動態の関連についてはほ

とんど明らかになっていません。 

昨冬以降、新型コロナウイルスが、その流行の過程において高度に多様化し、さまざまな新

たな特性を獲得していることが明らかとなっています。今夏に南米・ペルーで発見された新型

コロナウイルス「ラムダ株（C.37 系統）」は、出現後、ペルーのみならず、アルゼンチンやチ

リなどに伝播し、諸国でアウトブレイクを発生させました。また、東京オリンピック期間中に、

本邦においてもラムダ株陽性者が空港検疫で発見されたことも、記憶に新しいところです。 

本研究では、ラムダ株のウイルス学的特徴を明らかにするために、まず、ラムダ株のスパイ

クタンパク質を持つ「シュードウイルス（注７）」を作出し、培養細胞を用いた感染実験を行

いました。その結果、ラムダ株は、従来株に比べて感染力が高いことを明らかにしました。ま

た、ラムダ株のスパイクタンパク質特有の変異をそれぞれ従来株に挿入し、どの変異がラムダ

株の感染力亢進に影響を与えているかを評価したところ、T76I と L452Q というふたつの変異

が、感染力の上昇に寄与していることを明らかにしました。また、スパイクタンパク質の

L452Q という変異が、HLA-A24（注８）という細胞のタンパク質を介した細胞性免疫（注９）

に抵抗性を示すことを明らかにしました。さらに、ラムダ株のスパイクタンパク質は、N 末端

領域に存在する複数の変異によって、感染増強抗体による感染促進効果を受けやすく、かつ、

ワクチン接種によって誘導された中和抗体に対して抵抗性を示すことを明らかにしました。 

本研究により、ラムダ株は、従来株よりも高い感染力を示すこと、感染増強抗体による効果

を受けやすいこと、そして、中和抗体とある種の細胞性免疫に対して抵抗性を示すことが明ら

かとなりました。しかしながら、ラムダ株がどのような感染病態を示すのかはまだ明らかとな

っておりません。ラムダ株を含めた、出現が続く新型コロナウイルス変異株の特徴をより詳細

に理解するためには、さらなる研究が不可欠です。現在、東京大学医科学研究所 システムウイ

ルス学分野の佐藤准教授が主宰する研究コンソーシアム「G2P-Japan」では、出現が続くさま

ざまな変異株のウイルス学的・免疫学的性状や、病原性についての研究に取り組んでいます。

G2P-Japan コンソーシアムでは、今後も、新型コロナウイルスの変異（genotype）の早期捕捉

と、その変異がヒトの免疫やウイルスの病原性・複製に与える影響（phenotype）を明らかに

するための研究を推進します。 
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６．用語解説：  

（注 1）研究コンソーシアム「The Genotype to Phenotype Japan (G2P-Japan)」 

東京大学医科学研究所 システムウイルス学分野の佐藤准教授が主宰する研究チーム。日本国

内の複数の若手研究者・研究室が参画し、研究の加速化のために共同で研究を推進している。

現在では、イギリスを中心とした諸外国の研究チーム・コンソーシアムとの国際連携も進めて

いる。 

 

（注２）ラムダ株（C.37 系統） 

新型コロナウイルスの流行拡大によって出現した、顕著な変異を有する「注視すべき変異株（VOI：

variant of interest）」のひとつ。今夏に南米ペルーで出現し、アルゼンチンやペルーなどの近隣諸

国に流行拡大した。 

 

（注３）注視すべき変異株（VOI：variant of interest） 

新型コロナウイルスの流行拡大によって出現した、顕著な変異を有する変異株のこと。現在はまだ

ひとつの大陸での複数の国々での流行に留まっているが、将来的に他の大陸にも伝播し、パンデミ

ックの要因となる恐れがあると考えられる変異株がここに分類される。2021 年 12 月現在、ラムダ

株（C.37 系統）とミュー 株（B.1.621 系統）がここに分類されている。なお、パンデミックの主流

となっている、あるいはその恐れがきわめて高い変異株は、「懸念すべき変異株（VOC：variant of 

concern）」に分類されている。2021 年 12 月現在、「懸念すべき変異株」には、アルファ株（B.1.1.7

系統）、ベータ株（B.1.351 系統）、ガンマ株（P.1 系統）、デルタ株（B.1.617.2 系統）、そして、

オミクロン株（B.1.1.529 株）が分類されている。 

 

（注４）スパイクタンパク質 

新型コロナウイルスが細胞に感染する際に、新型コロナウイルスが細胞に結合するためのタンパク

質。現在使用されているワクチンの標的となっている。 

 

（注５）感染増強抗体 

大阪大学の荒瀬尚教授の研究グループによって発見された、新型コロナウイルスのスパイクタンパ

ク質を標的とし、その感染を促進させる機能を持つ抗体のこと。 

 

（注６）中和抗体 

獲得免疫応答のひとつ。B 細胞によって産生される中和抗体による免疫システムのこと。 

 

（注７）シュードウイルス 

新型コロナウイルスのスパイクタンパク質を被せた、ウイルスを模したレポーターシステムのこと。

人体に危険がないため、通常の実験室設備の中で、比較的簡便に使用することができる。 

 

（注８）HLA-A24 

ヒト白血球抗原（HLA）の型のひとつ。外来物（今回の場合、新型コロナウイルス）やがんなど

の異質な物質をエピトープとして提示し、細胞性免疫を誘導する役割を担う。 

 



（注９）細胞性免疫 

獲得免疫応答のひとつ。主に、キラーT 細胞とヘルパーT 細胞によって担われる。ヒト白血球抗原

（HLA）によって提示された外来物（今回の場合、新型コロナウイルス）由来のエピトープを認

識し、感染細胞を殺す役割等を担う。 

 

７．添付資料： 

 

 

本研究の概要： 

（図左） 新型コロナウイルスラムダ株のスパイクタンパク質が持つ変異とその機能。RBD（受

容体結合部位）に存在する L452Q 変異が、HLA-A24 を介した細胞性免疫からの逃避と、感染

力の亢進を担う。一方、NTD（N 末端部位）に存在する複数の変異が、中和抗体に対する抵抗

性と、感染増強抗体からの影響を規定する。 

（図右）ラムダ株出現から流行拡大までの経緯。昨年７月に出現し、その後、「RSYLTPGD246-

253N」という特徴的な変異を昨年 11 月頃に獲得し、流行拡大した。 


